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実験 I 温泉土壌からの好熱菌の培養 
温泉土壌の採取 












  pHは土壌サンプルと同重量の蒸留水を加えよく攪拌した後に測定した。 
表1. 温泉土壌サンプルの情報 
サンプル番号 採取場所 pH 温度(°C) 
① 小安峡温泉 8.27 55.3 ② 7.95 60.5 
③ 川原毛温泉 1.86 40.6 ④ 1.84 49.2 






 まず、各培地5 mLを試験管に分注し、温泉土壌のろ液0.5 mLを添加した（温泉土壌①〜⑥×培地10種
















温泉土壌 培地 菌叢表記  温泉土壌 培地 菌叢表記 
① 1G ①1G  ⑥ 1G ⑥1G 
① 3G ①3G  ⑥ 2G ⑥2G 
① 5G ①5G  ⑥ 3G ⑥3G 
① 1A ①1A  ⑥ 5G ⑥5G 
② 2G ②2G  ⑥ 1A ⑥1A 




D-アミノ酸を窒素源とする培地  D-アミノ酸を炭素源とする培地 
10 mM D-アミノ酸  10 mM D-アミノ酸 
10 mM グルコース  10 mM (NH4)2SO4 
5 mg/L酵母エキス  5 mg/L酵母エキス 
10 mM PPBa (pH7.0)  10 mM PPBa (pH7.0) 
0.2 g/L MgSO4  0.2 g/L MgSO4 
10 mg/L CaCl2•2H2O  10 mg/L CaCl2•2H2O 
0.5 g/L NaCl  0.5 g/L NaCl 
微量金属水溶液  微量金属水溶液 









分岐鎖アミノ酸 D-Val, D-Leu, D-Ile, D-allo-Ile 1G 1A 
ヒドロキシアミノ酸 D-Thr, D-allo-Thr 2G 2A 
含硫アミノ酸 D-Met 3G 3A 
芳香族アミノ酸 D-Phe, D-Tyr, D-Trp 4G 4A 
塩基性アミノ酸 D-His 5G 5A 
 3
実験 II. D-アミノ酸を資化する可能性のある菌株の単離 
 実験 Iで得られた11種の好熱菌菌叢グリセロールストックから、好熱菌を再度培養した時、菌叢⑥5G及
び⑥3G の濁度（O.D.660 値）が特に高かった（データ省略）。そこで、本研究では菌叢⑥5G 及び⑥3G か
ら、D-アミノ酸を資化する可能性がある菌を単離することとし、以下の実験操作をそれぞれ行った。 




































































している可能性が高い菌株（AB1）を単離した。実験 III では、AB1 のD-Met 資化性について詳細に検討
した。実験 III-①の結果から、本研究で用いた培養条件においてAB1の生育にD-Metが必要である事が示
唆された。また、実験 III-②の結果から、AB1がD-Metを異化している事が示唆された。これら2点から、
AB1 が D-Met を異化して栄養源とし、生育に利用する（資化する）こと、及びその異化に必要な D-Met
代謝関連酵素を有していることが強く示された。 




















Control 1 Control 2 AB1培養液















p < 0.005 
p < 0.01 
